
【戦略マップ】

※1 アブセンティーズム（Absenteeism）
従業員が病気や私的な理由などで出勤していない（欠勤している）状態
例　:・インフルエンザなどで数日休む　・メンタルヘルスの問題で⾧期休職　・家庭の事情や介護などによる欠勤
影響:・直接的な労働力の損失　・業務の遅延や他の従業員への負担増　・繰り返されると職場の生産性や士気に悪影響

※2 プレゼンティーズム（Presenteeism）
従業員が出勤してはいるものの、病気やストレス、モチベーションの低下などにより、本来のパフォーマンスを発揮できていない状態
例　:・風邪をひいているのに無理に出勤し、集中できず生産性が下がっている　・心理的ストレスにより注意力が散漫になっている　・慢性的な体調不良で仕事の効率が落ちている
影響:・生産性の低下　・医療費以外の「見えないコスト」が大きい　・チーム全体への悪影響（士気の低下、ミスの増加など）

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変

容に関する指標

健康投資施策の取組状況に関

する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい経営

課題

健康スコアリングレポート

の分析

定期健診の実施

既存人事システムの

活用または健康管理

シスムの導入

様々な効果に関連する

健康投資

総実労働時間の

削減

エンゲージメントの向上

アブセンティーズム※1の低減

プレゼンティーズム※2損失割合

の低減

高ストレス者の減少

運動習慣率の向上

健康・病気予防について

のリテラシーの向上

「人財」こそが企業経営におけ

る最も重要な資源である。

従業員一人ひとりが、お互いを

尊重しあい、心身ともに健康で

それぞれの能力を十分に発揮

することで、社会にとって必要と

される企業を目指す。

仕事満足度の向上

エンゲージメント

調査

ストレスチェック

喫煙率の減少

ストレスチェックの実施

2次検診の受診勧奨・

保険指導の推進

健康関連セミナーの

実施

健康増進月間の

実施

年休の取得促進

柔軟な働き方の推進

組織活性化に向けた

取り組み

喫煙率減少への

取り組み

労災・通災発生防止

に向けた取り組み

2次検診受診率の

向上

健康関連セミナー

参加率の向上

ストレスチェック受検率

の向上

職場コミュニケーション

の向上

各種イベント

参加率の向上

年休取得率の向上

残業時間の削減

特定保健指導

実施率の向上

禁煙プログラム

参加率の増加

労災・通災発生

件数の減少(ゼロ化)

労働安全/衛生

コンサルタントの活用


